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8……アメリカの社会学者・A.W.グールドナーは，科学としての社会学のあり方を反省し，それまでの伝統的
な社会学の態度を批判的に乗り越えるために「自己反省の社会学…reflexive…sociology」を提唱した。彼は「知
識knowledge」を「情報information」と「明識awareness」に二分し，社会学は「明識」としての知識を
生産すべきだと説いた（Gouldner…1970=1975）。グールドナーによれば「情報」は「自然・社会・人間」と
いう対象を支配するテクノロジーを発展させるための知識であるのに対し，「明識」は「人間自身の時とと
もに変化していく関心，希望，価値にかかわりのある知識」である。そして「明識」は「たんに世界を〈コ
ントロール〉することを容易にするための知識ではなく，社会的世界における自分の〈位置〉についての
人間の明識を高めるような知識」である。このような発想法にたてば，「研究主体と研究客体とは相互的に
関係しあっているばかりでなく，相互的に構成されている」とみなされる。このようなグルードナーの議
論を援用すれば，学生たちは地域をとらえる「明識」としての視点を得はじめたように思える。
